
大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議会

ワーキンググループの設置について【案内】

北海道地方環境事務所資源循環課

１．経緯

近年、全国では毎年のように大規模災害が発生しています。北海道では、平成 26年に「大規模災

害時廃棄物対策北海道連絡会」を設置し、その後「大規模災害時廃棄物対策北海道ブロック協議

会」に移行し、大規模災害時の廃棄物対策に関する広域的な連携等の検討を目的として毎年ブロッ

ク協議会を開催してきました。

令和５年度はブロック協議会に加え、道内４つのエリア（右下図参照）において、全ての市町村

が参画できる体制として第 1回エリア分科会を開催しました。また、令和２年度には、５年後のビ

ジョンとロードマップを策定し、ロードマップに従って計画

策定率の向上に資する事業や人材育成事業などを継続してい

ます。その一環として、今年度は３つのワーキンググループ

を設置し、その運営を通して道内自治体の災害廃棄物対応の

実効性向上を図る予定です。

開催概要を以下に示しますので、参加をご検討下さいます

ようお願いいたします。

２．仮置場ＷＧ

・メンバー：各エリアから１～２名

（メンバーには、別途開催予定の仮置場設置訓練開催場所の市町村職員を含む）

・対 象：市町村

・実施回数：年度に２回以上、各回１～２時間程度

・実施方式：リモート開催

・実施時期：令和６年１１月頃～令和７年１月頃

・内容（予定）：

仮置場設置の重要性、仮置場の種類と地域の実情に合わせた収集-仮置方法について理解を深めま

す。また、道外の仮置場候補地選定事例等を紹介するとともに、参加自治体で想定されている仮置

場の基本情報整理や、候補地選定に係る課題抽出・解決方策の検討を行います。

ＷＧを通して、災害時の仮置場の速やかな設置や、片付けごみ等の円滑な回収を目指します。

３．連携強化ＷＧ

・メンバー：各エリアから１～２名

（メンバーには、１名以上を民間団体から選出）

・対 象：市町村、一部事務組合、広域連合、民間団体、振興局

・実施回数：年度に２回以上、各回１～２時間程度

・実施方式：リモート開催

・実施時期：令和６年１１月頃～令和７年１月頃
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・内容（予定）：

自治体間、自治体と民間事業者間の連携の重要性について理解を深めます。また、道外自治体の

連携状況などの事例を紹介するとともに、意見交換により災害時に想定される関係者との連携上の

課題抽出・解決方策の検討を行います。

ＷＧを通して、災害廃棄物処理における関係者間の連携強化を目指します。

４．計画策定・改定ＷＧ

・メンバー：全道で１０名程度

・対 象：災害廃棄物処理計画を策定又は改定予定の市町村

・実施回数：年度に４回以上、各回２時間程度

・実施方式：リモート開催

・実施時期：令和６年８月頃～令和６年１１月頃

・内容（予定）：

災害廃棄物処理計画に必要な内容について理解を深めます。各回でテーマ（アンケートで意向確

認）を設定し、テーマに沿ってワークシートや計算エクセル等の説明、参加自治体による計画策定

又は改定を進め、作成における課題の抽出・解決方策の検討を行います。また、各参加者の個別課

題にも随時対応します。

ＷＧを通して、市町村災害廃棄物処理計画の策定又は改定を支援します。

５．その他

今年度は、前述の３つのワーキンググループのほか、下記の会議や研修等を予定しています。詳

細が決まりましたら改めてご連絡しますので、参加をご検討下さいますようお願いいたします。

（１）エリア分科会（予定）

開催時期：７月～１０月頃（午前中 2時間程度）

議 題：令和6年度第1回ブロック協議会の開催結果について

災害廃棄物処理に関する情報提供について

エリア内の災害廃棄物処理に係る課題検討

災害廃棄物処理計画策定状況について

エリア分科会の代表市町村及び代表振興局の選出

（２）ワークショップ（予定）

開催時期：７月～１０月頃（上記分科会と同日で午後 2時間程度）

内 容：災害廃棄物処理における体制整備や仮置場の選定について

（３）災害廃棄物処理基礎講座（予定）

開催時期：７月～１０月頃（上記分科会と同日でワークショップ終了後 1時間程度）

内 容：災害廃棄物とは、災害廃棄物処理の流れ、仮置場の重要性、必要な体制（人員）整備、

補助金

（４）仮置場設置訓練（予定）

開催時期：９月頃

開催場所：十勝総合振興局管内及び日高振興局管内で各１回（計２回）

内 容：事前勉強会２時間程度、仮置場設置訓練は１０時頃～４時頃



（５）災害廃棄物処理セミナー（予定）

開催時期：１２月頃（４時間程度）

内 容：災害廃棄物の基礎、計画策定など事前準備の必要性、災害廃棄物処理経験者の講演等

（１）（２）（３）（５）は対面及びリモートのハイブリット形式です。

（４）の事前勉強会はリモート、仮置場設置訓練は対面です。

◆◆ワーキンググループの参加申し込みについて◆◆

ワーキンググループの参加申し込みについては、本事業を委託している応用地質株式会社の各担当

者までご連絡ください。

・仮置場ＷＧ（令和６年１１月頃～令和７年１月頃開催予定）

申込期限：令和６年７月末を一次締め切りとします。

担当窓口：中島、塚本

令和６年９月末までにメンバーを決定し、開催日等の調整を行います。

・連携強化ＷＧ（令和６年１１月頃～令和７年１月頃開催予定）

申込期限：令和６年７月末を一次締め切りとします。

担当窓口：中島、平江

令和６年９月末までにメンバーを決定し、開催日等の調整を行います。

・計画策定・改定ＷＧ（令和６年８月頃～令和６年１１月頃開催予定）

申込期限：令和６年７月１６日（火）を締め切りとします。

担当窓口：佐々木、髙橋

【申込先】

アドレス：jimu-hokkaido@oyonet.oyo.co.jp

メールタイトル：●●ＷＧの参加申込 ←●●はご希望のワーキンググループ名を記入下さい

メール本文：

＜記入必須事項＞

・参加者：組織名(○○市○○課)、役職、御氏名（フルネーム）

・オンライン参加で使用可能なオンラインツール（Zoom・teams・webex など）

※お問合せについても上記メール宛にお願いいたします。


